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【論文内容の要旨】 

 本論文は、画家・富山妙子（1921-）の 70余年の画業のなかで、韓国民主化運動を主題の中心とした 1970 年代

から 1980 年代初頭の時期を画業の＜転換期＞と位置づけ、作品の特徴と形成過程を論じたものである。 

 序章では先行研究の整理と方法論を示し、富山妙子の活動を美術史と社会運動の両者の視点から考察する意義

を述べた。第１章では、富山の誕生から 1960 年代までの人生を＜模索期＞として位置づけ、戦前の神戸・満洲・

東京での植民地経験と戦争体験に注目したのち、炭鉱をテーマにした 1950 年代から、中南米や西ヨーロッパ・イ

ンドを旅した 1960 年代における「他者」や非西欧美術との出会いが、富山の思想的形成に大きく影響したことを

検証した。 

 第２章では、1970 年代半ばの富山の画業の＜転換＞に焦点を当てる。それは鉱山やラテンアメリカから韓国に

地域を移し主題を変えたというだけではなく、①油彩画から版画にメディアを変え、作品を持ち運びしやすい「ス

ライド」で再撮し、高橋悠治らと共同して音楽を付ける制作方式の変化と、②美術館や既存の画廊ではなく、市民

運動の現場で展示し介入するという富山の芸術概念そのものの変革であった。 

 １・２章では、誕生から 1980 年代前半までの人生の生い立ちと画業について概略を論じたが、３章では、模索

と転換期における作品を具体的に取り上げ、その特徴を分析した。その結果、①1940 年代後半の作品に現れ、1990

年代以降も登場する「地平線」のモチーフが、富山が育った旧満州での原風景を想起させ敗戦体験ともつながるこ

と、②1970 年代の韓国をテーマにした作品において、抽象的で隠喩的な描き方が確立すること、③中南米旅行の

途上、ブラジルのポルチナーリら現地の絵画に影響を受けて、それまで描かなかった人物像が 1960 年代から油彩

画のなかに本格的に登場するようになったこと、④その「群集」や「民衆」像としての「人物」が、その後の富山

の作品に引き継がれていくことを明らかにした。 

 第４章では、日本で暮らす画家たちが 1980 年 5月に韓国で起きた光州事件に触発され描いた作品に焦点を当て

分析した。まず、当時光州にいた美術家の作品の特徴を確認したのち、日本にいた富山ら日本人画家と宋英玉、金

石出ら在日コリアンの画家の作品について論じた。韓国では光州事件については 1980 年代後半以降に多く描かれ

るようになったが、一方日本では 1980 年代前半に集中し、他の歴史的事件として位置づける表現が目立った。さ

らに「分有」という概念を使って、歴史的な惨劇を生き残った人や目撃者、非経験者、次の世代などが記憶し、語



ることの可能性を探った。 

 第５章では、1981 年に関西で開催された富山妙子の巡回展に焦点を当て、イベントを担った人々や、準備段階

から実施の様子などを、聞き取りや当時のビラなどの資料をもとに明らかにした。以上 5 章から成る本論文は、

富山が敗戦直後から 1980 年代にかけて探求した「新しい美術」が、現実社会の問題と芸術表現の間を行き来しな

がら大衆と共有される「アジア」の歴史であり、市民運動と緩やかに連携した活動であることを結論付けた。 

 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の特徴の第一は、富山妙子の 70余年にわたる長い画業を 4期に時期区分し、従来の研究に欠けていた第

２期の 1970 年代から 80 年代初頭の＜変革期＞に焦点を当て、様式やメディア、制作・発表の空間の特徴を明ら

かにしたことである。第二に、富山の 1970 年代から 80 年代初頭の画業を検討する際、韓国や英語圏での受容や

関連作品の検討は必須であるが、日本語・朝鮮語・英語を駆使した資料収集と関係者へのインタビューによって富

山をめぐる当時の状況を明らかにしたことである。第三に、作家年譜や図版を付けた作品目録を作成し、今後の富

山妙子研究の基礎を築いたことである。 

富山については、1980 年代半ばに韓国の民衆美術家たちが富山を論じ始め、日本では 1990 年代に入って富山の

歴史認識やフェミニズムに共鳴した研究者らが国内外に紹介してきた。2010 年には英語圏で論集が出版され、富

山研究の学術プロジェクトが結成されるなど、国際的な注目が高まっている。だが先行研究においては、1980 年

代半ば以降の富山の作品の政治性や主題に関心が集中し、「何がどのように描かれたか」という具体的な作品分析

が乏しかった。ヤマを描いた 1950 年代の一時期が取り上げられることはあっても、通時的な画業のなかに位置付

けられることはなく、敗戦直後から 80年代前半の作品の特徴を具体的に分析した研究はなかった。特に３章で分

析した「人物の顔」の登場や地平線、輪郭線への注目は秀逸である。1960 年代から登場し始めた人物の顔には、

それぞれの特徴がなく群れを成すことによって「民衆」を描いているという指摘は、絵画において無名性や民衆を

描くとは何なのか、という大きな疑問に発展するだろう。また本論文の骨子とは逸れるが、日本で描かれた光州事

件に関する作品への着目や、1980 年代初頭の富山妙子の巡回展の調査を通して当時の市民運動と文化活動を具体

的に浮かび上がらせたのも、従来の美術史研究には欠けていた新たな視点であった。 

 とはいえいくつかの問題も存在している。まず、富山の定型化した語りや発表時期による語りの齟齬を徐が認

識しているにも関わらず、依然として富山自身の「証言」に頼り過ぎている点である。画家の語りに登場した時代

背景や人物を他の資料によって検証する必要がある。さらに個々の作品の図像分析も不十分である。先行研究に

おいて扱われてこなかった敗戦直後の作品分析や、富山の光州事件を扱った作品に見られるピエタの図像やコル

ヴィッツとの出会いについての歴史的検証も不足している。審査では、富山の転換期を美術史においてどう位置

付けるのか、現在も活躍する富山の長い画業をどのように捉えるのかなど、論文の論理にも疑問が呈された。しか

しこのような点は、いずれも今後の課題であり、一層の研究によって克服が期待できるものである。よって、本論

文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 

 

 

 

 

 


